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ぬ
ま
づ
近
代
史
点
描

①
）

・

消

防

組

と

纏

表
紙
の
写
真
は
、
当
館
所
蔵
の
金
岡

村
消
防
組
と
西
浦
村
消
防
組
の
纏
で
あ

る
。
纏
は
、
も
と
は
戦
国
時
代
の
武
具

の
ひ
と

つ
で
あ

つ
た
が
、
江
戸
の
大
名

火
消
が
自
家
の
目
印
と
し
て
用
い
る
よ

う
に
な
り
、
後
に
町
火
消
が
用
い
る
よ

う
に
な

っ
た
も
の
で
、
明
治
以
降
の
消

防
組
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
、
消
防
の

シ
ン
ボ
ル
と
な

っ
て
い
る
。

金
岡
村
で
は
明
治
初
年
、
岡

一
色
、

岡
宮
、
東
熊
堂
、
西
熊
堂
、
東
沢
田
、

中
沢
田
、
西
沢
田
、
沢
田
新
田
の
八
ケ

村
に
火
消
駆
付
番
と
い
う
火
消
隊
が

一

組
十
～
十
二
人
で
組
織
さ
れ
て
お
り
、

龍
叶
水
、
水
籠
、
鳶
口
、
高
張
提
灯
等

を
用
い
て
消
防
任
務
を
担
当
し
て
い
た
。

西
浦
村
で
は
、
江
戸
時
代
に
は
各
村

の
若
者
組
が
消
防
を
担
当
し
て
い
た
が
、

明
治
初
年
に
若
者
に
よ
る
非
常
組
が
組

織
さ
れ
、
火
災

・
水
難
の
警
戒
、
防
御

に
あ
た

っ
て
い
た
。

明
治
二
十
七
年

（
一
八
九
四
）
、
消
防

組
規
則
が
発
布
さ
れ
、
公
設
消
防
組
が

設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
同
年
金
岡

村
で
金
岡
村
消
防
組
が
設
置
さ
れ
た
。

こ
の
時
の
金
岡
村
消
防
組
は
三
部
制

（第

一
部
同

一
色

・
岡
宮
、
第
二
部
東

熊
堂

。
西
熊
堂

・
東
沢
田
、
第
三
部
中

沢
田

。
西
沢
田

・
沢
田
）

で
組
員
百
五
十
名
で
組
織

さ
れ
た
。
四
十

一
年
、
七

旗
蹴
　
　
部
制
に
変
更
し
、
組
頭
以

団
知
　
　
下
組
員
二
百
五
十
二
名
と

掴
物
　
　
な
っ
た
。

割
綱
　
　
　
西
浦
村
で
は
、
明
治
三

剛
卸
　
　
十
九
年
、
日
露
戦
勝
記
念

翻
繭
　
　
と
し
て
久
連
非
常
組
が
公

設
西
浦
村
消
防
組
第

一
部

と
な
り
、
そ
の
後
、
四
十

四
年
古
宇
に
第
二
部
、
四

卜
五
年
木
負
に
第
三
部
、
大
正
五
年
江

梨
に
第
四
部
が
設
置
さ
れ
た
。
大
正
八

年

一
月
、
村
内
全
般
の
消
防
活
動
の
た

め
に
、
村
会
で
西
浦
村
内
の
消
防
組
統

一
が
決
議
さ
れ
、
二
月
七
日
付
で
県
令

に
よ
り
西
浦
村
消
防
組

（四
部
制
）
が

設
置
さ
れ
た
。

纏
に
つ
い
て
い
る
簾
状
の
も
の
を
馬

簾
と
い
う
が
、
元
々
つ
い
て
い
る
白
い

馬
簾
の
他
に
金
色
の
馬
簾
が
つ
い
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
金
馬
簾
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
、
明
治
四
卜

一
年

一
月
の
消
防
組

規
則
施
行
細
則
の
改
正
に
よ
り
、
功
績

の
あ

っ
た
消
防
組
に
対
し
て
金
馬
簾
の

使
用
を
允
許
す
る
制
度
が
定
め
ら
れ
た
。

こ
こ
で
い
う
功
績
に
は
、
火
災
な
ど
の

現
場
に
お
け
る
功
労
だ
け
で
は
な
く
、

規
律
訓
練
熟
達
も
合
ま
れ
て
い
た
た
め
、

い
わ
ば
金
馬
簾
獲
得
競
争
と
も
い
え
る

よ
う
な
風
潮
が
起
こ
り
、
幹
部
が
組
員

に
訓
練
を
強
要
す
る
と
い
つ
た
よ
う
な

弊
害
も
あ

つ
た
が
、
当
時
の
金
岡
村
の

「消
防
組
員
心
得
」
に
お
い
て

「消
防

租
員

（
平
素
不
正
粗
暴
ノ
行
為
ヲ
ナ
ス

ベ
カ
ラ
ズ

・
と
い
う
条
文
が
第

一
条
に

あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
消
防
組
員
の
素
質

が
改
善
さ
れ
、
軍
隊
的
な
訓
練
を
実
施

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
従
来
の

一火
消
」

ヽ

か
ら
脱
却
し
て
組
織
的
消
防
と
な
る

一

助
と
な

っ
た
と
も
い
え
る
ｃ

金
岡
村
消
防
組
は
、
昭
和
三
年
五
月

十
七
日
付
、
紀
律
厳
粛
訓
練
熟
達
に
よ

っ
て

一
条
を
、
ま
た
、
十
三
年
十

一
月

に

一
条
を
允
許
さ
れ
て
お
り
、
纏
に

一

条
の
金
馬
簾
が
つ
い
て
い
る
。

西
浦
村
消
防
組
は
、
設
置
の
翌
日
大

正
八
年

二
月
八
日
付
で
紀
律
厳
粛
訓
練

熟
達
に
よ

つ
て

一
条
を
允
許
さ
れ
た
の

を
初
め
と
し
て
、
十
四
年
十

一月
に
一

条
日
、
昭
和
四
年
卜

一
月
に
三
条
日
、

十
三
年
十

一
月
、
紀
律
厳
粛
訓
練
熟
達

に
よ
り
四
条
日
を
允
許
さ
れ
た
。
　
　
　
　
一

９
“

地
域
の
安
全
を
担

っ
て
い
た
消
防
組
　
　
一

で
あ
っ
た
が
、
昭
和
卜
四
年
、
勅
令

一警

防
団
令
」
に
よ
り
、
昭
和
初
期
に
軍
部

の
指
導
で
組
織
さ
れ
た
民
間
の
防
空
団

体
で
あ
る
防
護
団
と
改
組

・
統
合
さ
れ

て
警
防
団
と
な
り
、
従
来
の
消
防
任
務

に
加
え
て

「防
空
」
が
課
せ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
終
戦
を
迎
え
た
。

（参
考
資
料
〉
『静
岡
県
消
防
沿
革
誌
』

（
昭
和
四
年
、
静
岡
県
消
防
組
連
合

会
）
・
「沿
革
誌
」
金
岡
村
消
防
組

（金

岡
村
役
場
文
書

。
当
館
所
蔵
）
。
「沿
革

誌
」
西
浦
村
消
防
組

（西
浦
村
役
場
文

書

。
当
館
所
蔵
）
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シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材

徳
富
蘇
峰

（
一
八
六
三
～

一
九
五
七
）

は
、
明
治

。
大
正

・
昭
和
の
三
代
、
そ

れ
も
戦
後
ま
で
生
き
残
り
、
長
く
活
躍

を
続
け
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
。

平
民
主
義
か
ら
帝
国
主
義

へ
の
変
節
、

大
日
本
言
論
報
国
会
長
と
し
て
の
戦
争

協
力
な
ど
、
決
し
て
進
歩
的
な
立
場
を

貫
い
た
人
で
は
な
い
が
、
旺
盛
な
執
筆

活
動
で
多
く
の
人
々
を
惹
き
付
け
た
。

彼
は
現
代
を
批
評
す
る
だ
け
で
な
く
、

過
去
を
分
析
す
る
優
れ
た
歴
史
家
で
も

あ

っ
た
。
大
正
期
に
執
筆
を
開
始
し
、

戦
後
に
完
成
を
み
た

『
近
世
日
本
国
民

史
』
全

一
〇
〇
巻
は
、
そ
の
ラ
イ
フ
ワ

ー
ク
で
あ

っ
た
。
政
治
的

・
思
想
的
に

国
家
主
義
の
立
場
に
立

っ
て
い
た
た
め
、

皇
国
史
観
に
則

っ
た
歴
史
を
叙
述
し
た

し

＼
／
％
＼

徳

富

蘇

峰

の
沼
津

兵

学

校

評

一一一

と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
歴
史
家
と

し
て
は
あ
く
ま
で
公
平

・
中
立
で
あ
り
、

綿
密
な
史
料
考
証
に
も
と
づ
き
客
観
的

な
史
書
を
著
し
た
。

そ
の
よ
う
な
蘇
峰
の
歴
史
に
対
す
る

姿
勢
を
垣
間
見
せ
て
く
れ
る
の
が
、
以

下
に
引
用
す
る
、
新
間
の
コ
ラ
ム
で
取

り
上
げ
た
米
山
梅
吉
著

『
幕
末
西
洋
文

化
と
沼
津
兵
学
校
』
（昭
和
九
年
四
月
五

日
発
行
）
の
紹
介
文
で
あ
る
。

昭
和
九
年

（
一
九
三
四
）
四
月
は
、
『近

世
日
本
国
民
史
』
第
五

一巻

「文
久

死

治
の
時
局
」
を
脱
稿
、
第
五
三
巻

「元

治
甲
子
禁
門
の
役
」
を
起
稿
し
て
い
た

時
期
で
あ
る
。

こ
の
文
章
か
ら
は
、
明
治
政
府
に
と

っ
て
は
敵
役
で
あ

っ
た
は
ず
の
幕
府
や

＞
　
　
幕
臣
た
ち
が
日
本
の
近
代
化
に

蔵
峰
如
　
　
果
た
し
た
役
割
を
き
ち
ん
と
評

蘇
引
　
　
価
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

富
小
徳

五
　

　

と

り
わ
け
、
彼

に
と

つ
て
も

言

∞
梯
　
　
論
界
の
先
輩
に
あ
た
る
人
々
に

い

市

　

　

　

　

　

‐

日

津
　

　

旧
幕
臣
が
多
か

っ
た
点
、
田
口

沼＜
　
　
卯
吉
や
島
田
三
郎
が
沼
津
兵
学

ヽ

校
出
身
者
で
あ

っ
た
と
い
う
点
は
、
自

身
も
若
き
日
に
は
藩
閥
政
府
の
言
論
弾

圧
に
抗
す
る
立
場
を
と

つ
て
い
た
こ
と

と
も
相
ま

っ
て
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
ｃ

な
お
、
蘇
峰
は
米
山
の
文
才
を
買

っ

て
い
る
が
、
五
歳
年
下
の
米
山
も
蘇
峰

同
様
、
も
と
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
夢

見
た
青
年
で
あ

っ
た
。
ち
な
み
に
、
米

山
と
は
沼
津
中
学
校
の
同
窓
で
親
友
だ

っ
た
富
士
郡
大
宮
町

（富
士
宮
市
）
出

身
の
角
田
浩
々
歌
客

（勤

一
郎
）
は
、

蘇
峰
が
経
営
し
た
国
民
新
聞
社
に
入
社

し
た
こ
と
も
あ
る
文
芸
評
論
家
で
あ
る
。

米
山
も
蘇
峰
と
は
旧
知
の
間
柄
で
あ
り
、

著
書
を
贈

っ
た
の
だ
ろ
う
。
蘇
峰
宛
の

米
山
の
書
簡

・
葉
書
は
、
大
正
期
以
降

の
も
の
が

一
六
通
残

っ
て
い
る

（『
徳
富

蘇
峰
宛
書
簡
目
録
』
、

一
九
九
五
年
、
徳

富
蘇
峰
記
念
館
）
。

日
日
だ
よ
り

米
山
梅
吉
君
の

『
幕
末
西
洋
文
化
と
沼

津
兵
学
校
』
を
読
む

蘇
峰
生

今
日
の
所
謂
る
実
業
家
中
に
は
、
筆
を

揮
う
こ
と
、
算
盤
珠
を
弾
く
が
如
き
者

少
く
な
い
。
即
ち
小
林

一
三
君
の
如
き
、

片
岡
直
方
君
の
如
き
、
藤
原
銀
次
郎
君

の
如
き
、
福
沢
桃
介
君
の
如
き
、
松
永

安
左
衛
門
君
の
如
き
、
其
他
記
者
が
知

る
可
く
し
て
未
だ
知
ら
ぎ
る
人
々
も
少

く
あ
る
ま
い
。
そ
の
中
に
於
て
、
米
山

梅
古
君
の
作
物
を
見
る
毎
に
、
君
や
誤

り
て
実
業
家
に
な

つ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
ふ
。

こ
れ
は
勿
論
妄
評
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど

も
そ
れ
ほ
ど
米
山
君
の
著
作
は
、
玄
人

向
き
に
出
来
て
ゐ
る
。
今
回
記
者
の
手

許
に
達
し
た
る

一幕
末
両
洋
文
化
と
沼

津
兵
学
校
」
の

一
小
冊
子
の
如
き
、
実

に
玄
人
跳
足
と
云
う
と
こ
ろ
だ
。

本
書
は
明
治
最
初
期
に
出
で
来
り
た
る

沼
津
兵
学
校
の
成
行
を
叙
し
た
る
も
の
。

然
も
小
題
大
倣
、
此
の
砂
乎
た
る

一
個

の
学
校
を
題
日
と
し
て
、
如
何
に
幕
府

が
明
治
の
文
化
に
貢
献
し
た
る
か
を
説

き
、
正
に
是
れ
幕
府
の
為
め
に
、
気
焔

万
丈
を
吐
き
出
し
た
る
も
の
。

記
者
は
沼
津
兵
学
校
に
就
て
は
、
柳
か

知
る
所
が
あ

つ
た
。
明
治
中
期
、
記
者

等
が
世
間
に
顔
を
出
す
際
に
、
そ
の
先

輩
と
し
て
言
論
界
の
指
導
者
で
あ

つ
た

円
口
鼎
軒
、
島
田
〓
郎
の
諸
君
は
、
其

の
学
生
で
あ
り
、
而
し
て
大
先
輩
た
る

西
周
、
田
辺
蓮
舟
、
中
根
香
亭
の
諸
先
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生
、
皆
な
其
の
教
授
で
あ
つ
た
。
而
し

て
其
の
後
身
た
る
沼
津
中
学
校
の
経
営

者
に
し
て
最
初
の
校
長
は
、
実
に
江
原

素
六
君
で
あ
つ
た
。

沼
津
兵
学
校
が
、
凡
有
る
意
味
に
於
て

文
化
に
貢
献
し
た
る
は
云
は
ず
も
が
な
。

其
の
大
局
か
ら
見
れ
ば
、
是
亦
た
幕
府

が
文
化
施
設
の

一
部
作
業
に
過
ぎ
な
か

つ
た
。
如
何
に
幕
府
が
文
化
に
貢
献
の

大
な
る
こ
と
よ
。

諺
に
楚
材
晋
用
と
云
ふ
。
明
治
政
府
は

薩
長
人
士
に
よ
り
て
建
立
せ
ら
れ
た
が
、

其
の
知
識
と
手
腕
と
は
、
幕
府
が
養
成

し
た
る
人
材
に
よ
り
て
、
供
給
せ
ら
れ

た
こ
と
は
、
若
し
当
時
の
官
員
録
を
披

ら
き
来
れ
ば
、
之
を
知
る
に
余
師
あ
ら

む
。
そ
れ
は
民
政
に
も
、
文
教
に
も
、

財
政
に
も
、
軍
務
に
も
。
其
他

一
切
の

方
面
に
於
て
、
皆
な
然
り
と
す
る
。

特
に
新
聞
方
面
に
於
て
は
、
前
記
の
田

口
、
島
田
の
諸
君
以
外
に
、
其
の
大
先

輩
と
云
ふ
可
き
、
栗
本
鋤
雲
、
成
島
柳

北
、
福
地
源

一
郎
、
沼
間
守

一
諸
君
の

如
き
、
何
れ
も
幕
府
の
残
党
で
あ
る
。

乃
ち
福
沢
翁
の
如
き
も
、
曽
て
幕
府
に

褐
を
釈
き
た
る

一
人
で
あ
つ
た
。

（『東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
九
年
四
月
二

九
日
夕
刊
）
　

　

　

　

（樋
口
雄
彦
）

平
成
２０
年
、
自
治
消
防
は
創
設
６０
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
消
防
は
私
た
ち
の

命

・
生
活

・
財
産
を
守
る
大
切
な
も
の

で
す
が
、
あ
ま
り
に
も
身
近
で
あ
る
た

め
か
、
そ
の
歴
史
を
紐
解
く
機
会
は
そ

う
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
本
展
で
は
江
戸

時
代
か
ら
現
在
ま
で
の
沼
津
市
域
の
消

防
沿
革
史
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
展
示
内
容
〉

○
江
戸
時
代
の
火
消
し

火
消
し
装
束

・
獅
子
浜
村
火
事
顛

末
の
文
書

な
ど

○
明
治
時
代
　
火
消
し
か
ら
消
防
組

ヘ

消
防
組
刺
子

・
テ
レ
キ
ス
イ

・
腕

用
ポ
ン
プ

・
半
鐘

な
ど

○
大
正
～
昭
和
戦
前
期

沼
津
大
火
絵
葉
書

・
教言
防
団
旗

・

消
防
ラ
ッ
パ

な
ど

Ｏ
戦
後
～
現
在
　
自
治
消
防
の
誕
生

軽
便
ポ
ン
プ

・
刺
子

な
ど

○
火
伏
せ
の
民
俗

秋
葉
講
掛
軸

・
秋
葉
山
御
札

・
消

防
団
規
約

な
ど

半
鐘
を
叩
い
た
り
、
刺
子
を
着
ら
れ
る

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
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史
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